
仕仕
事事
確確
保保
とと
組組
織織
のの
強強
化化
拡拡
大大
でで
、、

六六
、、五五
〇〇
〇〇
名名
組組
織織
のの
復復
活活
実実
現現
をを！！

二二
〇〇
一一
八八
年年
元元
旦旦

執
行
委
員
長

舩

津

栄

市

副
執
行
委
員
長

田

上

一

郎

副
執
行
委
員
長

里

雄
二
郎

副
執
行
委
員
長

田

中

秀

則

副
執
行
委
員
長

伊

藤

一

廣

副
執
行
委
員
長

寺

田

孝

弘

書

記

長

石

田

哲

雄

書

記

次

長

西

平

博

之

中
央
支
部
長

本

多

常

秋

大
浦
支
部
長

北

村

五

男

市
南
支
部
長

小

宮

清

治

東
長
崎
支
部
長

里

澄

宏

浦
上
西
支
部
長

村

岡

広

明

浦
上
東
支
部
長

田

崎

順

一

西
彼
支
部
長

岩

崎

喜
三
郎

諫
早
支
部
長

木

下

忠

明

大
村
支
部
長

中

尾

政

男

島
原
支
部
長

山

田

哲

夫

佐
世
保
中
央
支
部
長

塚

本

芳

美

佐
世
保
東
支
部
長

茅

原

喜
志
男

佐
世
保
北
支
部
長

小

林

健

治

北
松
支
部
長

須

藤

輝

久

平
戸
支
部
長

岡

田

眞

顧

問

北

村

政

和

青

年

部

長

村

上

昌

也

主

婦

会

長

馬

場

ヒ
ロ
子

他
執
行
部
一
同

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健
康
保
険
組
合

（
一
社
）
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

長
崎
県
建
設
技
術
専
門
学
院
本
部
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若
者
に
魅
力
あ
る

建
設
産
業
に
し
よ
う
！

―
さ
ら
な
る
拡
大
に
向
け
て
前
進
を
―

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
、
ご
家
族
の
皆
様
に

は
お
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
組
合
は
、
結
成
七
十
一

年
目
と
い
う
新
た
な
歴
史
に
向

か
っ
て
踏
み
出
し
運
動
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
特
に
組

織
の
強
化
拡
大
に
つ
い
て
は
、

昨
年
七
月
に
開
催
し
た
第
七
十

二
回
定
期
大
会
に
お
い
て
、
五

支
部
が
年
間
拡
大
目
標
を
達
成

し
、
九
支
部
が
組
織
純
増
と
い

う
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
頂
き
、

一
昨
年
に
続
き
二
年
連
続
で
三

十
二
名
の
組
織
純
増
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

国
保
組
合
の
育
成
・
強
化
を

求
め
る
年
末
の
予
算
確
保
は
が

き
要
請
行
動
で
は
、
全
支
部
が

組
合
員
一
人
二
・
五
枚
の
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
七
月
七
日
、
国

連
本
部
の
条
約
交
渉
の
中
で
、

核
保
有
国
や
核
の
傘
の
下
に
あ

る
日
本
な
ど
が
不
参
加
の
中
、

私
た
ち
の
願
い
で
あ
っ
た
核
兵

器
の
存
在
そ
の
も
の
を
人
道
的

見
地
か
ら
否
定
し
た
「
核
兵
器

禁
止
条
約
」
が
、
百
二
十
二
カ

国
の
賛
成
多
数
で
成
立
し
ま
し

た
。ま

た
昨
年
十
月
に
は
、
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
（
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
）
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
国
際
的

に
も
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
動

き
が
広
が
っ
た
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。

ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
を
唱
え

る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
誕
生
し

て
一
年
が
経
過
し
、
昨
年
十
一

月
に
は
就
任
後
初
め
て
日
本
を

訪
問
、
安
倍
首
相
と
の
会
談
で

は
、
国
連
の
相
次
ぐ
制
裁
措
置

に
も
係
わ
ら
ず
、
核
や
ミ
サ
イ

ル
開
発
を
強
行
す
る
北
朝
鮮
に

対
し
、
制
裁
圧
力
を
最
大
限
に

強
化
す
る
と
し
て
緊
張
が
高

ま
って
い
ま
す
。緊
迫
す
る
北
朝

鮮
問
題
が
早
期
に
平
和
的
解
決

で
き
る
よ
う
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
十
月
の
衆
議
院
総
選
挙

で
は
、
野
党
の
足
並
み
が
崩
れ
、

民
進
党
の
分
裂
や
新
党
結
成
な

ど
、
野
党
共
闘
が
図
れ
な
い
中
、

自
民
・
公
明
与
党
が
勝
利
し
、

依
然
改
憲
勢
力
が
衆
・
参
で
三

分
二
以
上
を
占
め
る
状
況
で
、

安
倍
一
強
体
制
を
崩
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

内
閣
府
が
昨
年
十
一
月
に
発

表
し
た
七
月
〜
九
月
の
国
民
総

生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
実
質
は
、

前
期
比
〇
・
三
％
増
で
年
利
換

算
で
は
、
一
・
四
％
増
と
な
り
、

十
六
年
ぶ
り
に
7
四
半
期
連
続

の
プ
ラ
ス
成
長
を
記
録
し
ま
し

た
。
ま
た
平
成
二
十
四
年
末
か

ら
始
ま
っ
た
景
気
拡
大
は
、
高

度
成
長
期
の
「
い
ざ
な
ぎ
景

気
」
を
超
え
戦
後
二
番
目
の
長

さ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
企
業

業
績
が
好
調
な
割
に
は
給
与
や

賃
金
は
伸
び
ず
、
個
人
消
費
は

依
然
厳
し
く
、
現
在
ま
で
の
平

均
成
長
率
は
一
・
四
％
と
低
調

で
、
円
安
に
よ
る
輸
出
と
日
銀

の
金
融
緩
和
に
支
え
ら
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

建
設
産
業
に
お
い
て
は
、
国

が
建
設
産
業
に
お
け
る
労
働
者

不
足
と
若
年
入
職
者
の
減
少
を

深
刻
に
捉
え
、
賃
金
や
劣
悪
な

労
働
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、

昨
年
も
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
を
三
・
四
％
引
上
げ
、
こ
の

五
年
間
で
三
九
・
三
％
の
引
上

げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
二
○
二

○
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け

た
会
場
建
設
や
施
設
整
備
、
マ

イ
ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
る
住
宅

着
工
戸
数
の
増
加
、
東
日
本
、

熊
本
の
大
震
災
等
、
災
害
復
興

事
業
等
で
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
や
大

手
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
売
上
高
は
、

バ
ブ
ル
後
期
に
迫
る
利
益
を
上

げ
、
内
部
留
保
金
も
過
去
最
大

に
達
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
各
社

が
空
前
の
利
益
を
上
げ
て
い
る

反
面
、
私
た
ち
中
小
建
設
業
者

や
職
人
の
賃
金
や
単
価
は
法
定

福
利
費
確
保
を
含
め
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。

国
や
業
界
が
現
状
を
認
識
し

て
い
る
今
、
単
価
、
賃
金
等
労

働
条
件
改
善
を
行
政
や
元
請
、

県
民
に
強
く
訴
え
理
解
を
求
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
年
も
県
・
市
・
町
等
の
行

政
機
関
に
対
し
、
適
正
な
賃

金
・
単
価
確
保
や
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
継
続
・

拡
充
を
求
め
て
引
続
き
要
請
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

組
織
強
化
・
拡
大
で
は
、
こ

の
勢
い
を
止
め
る
こ
と
な
く
拡

大
目
標
達
成
に
向
け
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
新
規
加

入
者
の
拡
大
と
脱
退
防
止
に
ご

協
力
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

さ
ら
に
仕
事
確
保
、
組
織
拡

大
、
国
保
組
合
の
育
成
強
化
、

消
費
税
、
賃
金
、
単
価
、
法
定

福
利
費
、
後
継
者
育
成
、
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
、
安
全
対
策
、

全
リ
協
の
取
組
み
、
憲
法
改
悪
、

反
戦
平
和
活
動
な
ど
多
く
の
課

題
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
皆
様
と
共
に
前
述
の

諸
要
求
実
現
の
た
め
に
全
力
で

運
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
組
合
員
、
ご
家
族

の
皆
様
に
と
っ
て
、
最
良
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。運

と
福
を
呼
び
込
む

お
正
月
に

「
今
年
こ
そ
は
良
い
年
に
」
と
誰
も
が
願
う
お
正
月
。
ま
ず

は
縁
起
の
良
い
お
正
月
の
風
習
で
幸
せ
を
呼
び
込
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

松
飾
り
は
神
様
の
目
印

松
飾
り
は
新
し
い
年
神
様
が

や
っ
て
く
る
目
印
。
こ
れ
は
飾

る
し
か
な
い
で
す
よ
！
門
や
玄

関
に
飾
る
の
が
正
式
で
す
が
、

室
内
用
の
か
わ
い
い
ミ
ニ
門
松

で
も
神
様
は
許
し
て
く
れ
る
か

も
。
し
め
縄
に
は
魔
よ
け
の
力

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
も
忘
れ
ず
に
。

餅
嫌
い
の
人
も
鏡
餅

神
様
が
宿
る
場
所
が
鏡
餅
。

お
餅
は
嫌
い
と
い
う
人
も
、
鏡

餅
だ
け
は
外
せ
ま
せ
ん
。
丸
い

形
は
円
満
を
表
し
、
家
族
の
幸

せ
を
願
う
一
年
の
始
ま
り
に
は
、

欠
か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム
で
す
。

一
緒
に
添
え
る
橙
（
だ
い
だ

い
）
や
ゆ
ず
り
葉
に
は
家
が

代
々
続
く
願
い
、
裏
白
と
い
う

シ
ダ
の
葉
に
は
清
い
心
へ
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
雑
煮
で
幸
せ
な
一
年
に

邪
気
を
払
い
若
返
り
の
力
が

あ
る
元
日
早
朝
の
水＝

若
水
と
、

神
様
が
宿
る
餅
で
作
る
の
が
お

雑
煮
。
年
の
初
め
に
食
べ
れ
ば
、

若
さ
と
神
様
の
力
が
手
に
入

る
？
わ
け
で
す
か
ら
、
食
べ
な

い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
緒
に
飲
み
た
い
の
が
お
屠

蘇
（
と
そ
）。
数
種
類
の
生
薬

を
お
酒
や
み
り
ん
に
浸
し
て
作

り
ま
す
。
飲
め
ば
一
年
の
邪
気

を
払
う
と
さ
れ
ま
す
。
体
を
温

め
る
の
で
寒
い
季
節
に
は
ぴ
っ

た
り
。
で
も
「
お
屠
蘇
気
分
」

で
車
を
運
転

す
れ
ば
、�
地

獄
�
行
き
の

可
能
性
も
。

正
月
は
幸
せ
呼
ぶ
イ
ベ
ン
ト

お
年
玉
は
、
古
く
は
「
年
魂

（
と
し
だ
ま
）」
と
書
き
、
神

様
の
霊
力
が
宿
っ
て
い
る
と
さ

れ
る
餅
を
配
る
風
習
。
い
わ
ば

子
ど
も
や
年
下
の
人
へ
の
「
幸

せ
の
お
す
そ
わ
け
」
で
す
。
そ

の
後
、
お
金
を
包
ん
だ
も
の
を

お
年
玉
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
初
詣
や
初
夢
な
ど
も
幸

運
や
福
を
呼
ぶ
習
慣
で
す
。
正

月
行
事
は
本
来
、
神
様
を
迎
え

る
た
め
の
も
の
で
す
が
、
現
代

風
に
「
幸
せ
を
呼
び
込
む
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
」
と
考
え
る
と
、

楽
し
み
が
グ
ッ
と
増
し
ま
す
。

干
支
の
話

初
詣
は
恵
方

＝

南
南
東
に
！
？

干
支
は
六
十
年
で
一
回
り
。

つ
ま
り
誕
生
年
の
干
支
に
六
十

歳
で
還
（
か
え
）
っ
て
く
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
「
還

暦
」
の
意
味
。「
第
二
の
誕
生

日
」「
人
生
の
再
ス
タ
ー
ト
」

と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、
な
る
ほ

ど
納
得
で
す
ね
。

ち
な
み
に
、
そ
の
年
の
神
様

が
い
る
場
所
と
さ
れ
る
恵
方
。

初
詣
に
行
く
際
に
は
恵
方
に
あ

る
神
社
に
い
く
と
良
い
と
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
恵
方
は
そ
の
年

の
十
干
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

「
戌
」
の
今
年
は
、
南
南
東
で

す
。

2018 戌
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健
康
保
険
組
合

代
表

舩

津

栄

市

（
一
社
）
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

会
長

北

村

政

和

執
行
委
員
長

年
頭
の
あ
い
さ
つ

※経費節約の為、年賀状は送っていませんので、ご理解をお願いします。
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2018年
（平成30年） 年　男

戌年の豆知識
「いぬ」といっても、日本には三
つの漢字があります。「犬」と「戌」
と「狗」、それぞれ、どういう意味
でしょうか。
「犬」は動物の犬を横から見た姿
の象形漢字になります。
「狗」は右側の「句」に小さく丸
くなるという意味があり、小さな犬
を指す言葉です。
「戌」はもともと「穀物を収穫し
まとめる」という意味で、動物の犬
の意味ではありませんでした。十二
支に加えられた時に本来の意味は薄
まり徐々に忘れられてしまったよう
です。

元
気
な
体
と

豊
か
な
心
で

七
回
目
の
年
男
と
な
り
ま
し

た
が
、
若
い
者
に
負
け
な
い
よ

う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
目
標
は
一
つ
で
も
多

く
支
部
の
行
事
に
参
加
す
る
事

と
し
、
元
気
な
体
と
豊
か
な
心

を
も
っ
て
一
年
を
過
ご
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

谷
口

三
雄

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に

お
か
げ
さ
ま
で
仕
事
に
も
恵

ま
れ
、
毎
日
を
有
意
義
に
過
ご

す
事
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
頑
張
る
事
が
で
き

た
の
も
、
支
え
て
く
れ
る
家
族

や
、
周
り
の
皆
様
方
の
お
か
げ

と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
日
々
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
村

正
一

（
島
原
支
部
）

組
合
活
動
に

力
を
入
れ
る

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
人
生
、

犬
の
よ
う
に
駆
け
足
で
や
っ
て

き
て
、
今
年
で
七
十
二
歳
と
な

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ど
こ
ま
で
走
れ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か

ら
も
組
合
活
動
に
力
を
入
れ
て
、

突
っ
走
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

林
田

正
朋

（
大
村
支
部
）

更
に
高
み
を

目
指
し
て
気
が
付
け
ば
ア
ッ
と
い
う
間
に

六
十
歳
。
今
年
は
初
心
に
帰
る

年
を
迎
え
た
の
で
、
こ
れ
を
機

に
今
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
今
後
も
更
に
高
み
を

目
指
し
て
先
ず
は
健
康
第
一
に

笑
顔
で
良
い
年
が
送
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

野
口

和
之

（
諫
早
支
部
）

家
族
仲
良
く
健
康
に

お
陰
様
で
、
還
暦
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
職

に
つ
い
て
、
四
十
年
に
な
り
ま

す
。
仕
事
の
仲
間
や
多
く
の
人
、

そ
し
て
家
族
、
妻
に
支
え
ら
れ

ま
し
て
、
何
事
も
な
く
仕
事
な

ど
に
従
事
す
る
こ
と
が
出
来
、

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

こ
れ
を
機
に
、
晩
酌
の
お
酒

も
程
々
と
し
、
我
が
家
も
妻
と

二
人
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
仲
良
く
健
康
で
過
ご
せ

れ
ば
と
願
い
ま
す
。

瀬
上

宏
一

（
平
戸
支
部
）

若
い
人
達
に
負
け

な
い
よ
う
頑
張
る

節
目
の
六
十
歳
を
迎
え
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
若
い
人
達
に
は
、

気
力
・
体
力
と
も
に
負
け
な
い

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

今
年
一
年
、
新
た
な
気
持
ち

で
一
日
一
日
を
大
切
に
、
孫
た

ち
の
成
長
を
楽
し
み
な
が
ら
、

仕
事
や
組
合
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
村
美
喜
男

（
東
長
崎
支
部
）

家
運
長
久

早
い
も
の
で
四
回
目
の
年
男

を
迎
え
ま
す
。
お
蔭
様
で
休
む

日
も
な
く
畳
工
を
さ
せ
て
貰
っ

て
い
ま
す
。
今
春
、
娘
が
無
事

に
看
護
師
専
門
の
高
校
を
卒
業

し
ま
す
が
、
世
話
に
な
ら
な
い

よ
う
健
康
に
気
を
付
け
な
が
ら
、

更
な
る
家
業
の
飛
躍
に
努
め
ま

す
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
、
ご

指
導
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

毎
熊

明
夫

（
西
彼
支
部
）

お
世
話
に
な
っ
た

方
々
へ
心
よ
り
感
謝

昨
年
の
支
部
大
会
を
も
ち
ま

し
て
、
永
ら
く
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
支
部
長
の
職
を
退
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
間
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様

方
に
は
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
は
支
部
相
談
役
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
、
組
合
活
動
に
参
加
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
本

秀
夫

（
市
南
支
部
）

趣
味
も
楽
し
む

早
い
も
の
で
、
今
年
で
六
回

目
の
年
男
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
怪
我
や
病
気
に

注
意
し
な
が
ら
、
仕
事
や
組
合

活
動
を
頑
張
り
、
趣
味
の
釣
り

も
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

原
口

茂

（
浦
上
西
支
部
）

仕
事
・
組
合
活
動

に
励
む

つ
い
こ
の
前
、
還
暦
を
迎
え

た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
早

い
も
の
で
七
十
二
歳
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
多
く
の
仲
間
や
家
族
に
支

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
怪
我
や

病
気
に
気
を
つ
け
、
こ
れ
か
ら

も
仕
事
、
組
合
活
動
に
励
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

萩
原

正
清

（
北
松
支
部
）

ま
だ
ま
だ
現
役

気
づ
け
ば
、
年
男
も
七
順
目

を
迎
え
ま
す
が
、
大
工
と
し
て

の
仕
事
も
ま
だ
ま
だ
現
役
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
欲
を
言
え
ば

弟
子
も
育
て
た
い
と
も
思
い
ま

す
。
年
齢
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
、
日
々
を
大
切
に
笑
顔
で
過

ご
し
、
健
康
第
一
で
仕
事
と
家

族
を
大
事
に
し
、
組
合
活
動
も

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

鳥
田

時
治

（
大
浦
支
部
）

リ
ス
タ
ー
ト

昨
年
は
健
康
の
有
難
さ
を
痛

感
す
る
一
年
で
し
た
。

次
の
年
男
に
向
け
て
気
持
ち

を
新
た
に
、
健
康
に
留
意
し
て

一
歩
一
歩
確
実
に
、
仕
事
と
組

合
活
動
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

松
田

隆
人

（
浦
上
東
支
部
）

初
心
を
忘
れ
ず
に

早
い
も
の
で
還
暦
を
迎
え
る

事
と
な
り
ま
し
た
。
感
謝
の
気

持
ち
と
初
心
を
忘
れ
ず
に
、
家

族
の
笑
顔
と
健
康
を
守
り
な
が

ら
、
旅
行
や
釣
り
な
ど
明
る
く

楽
し
く
元
気
で
過
ご
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

冨
川

利
光

（
佐
世
保
北
支
部
）

日
々
精
進

大
工
に
な
っ
て
三
十
年
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
三
十
年
の
間

で
新
し
い
技
術
や
工
法
な
ど
い

ろ
い
ろ
増
え
て
き
て
、
日
々
時

代
が
進
化
し
て
い
る
な
あ
と
感

じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
時
代

の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
今
ま

で
の
伝
統
工
法
と
融
合
し
た
新

し
い
家
作
り
が
で
き
た
ら
な
あ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
初
心
を
忘
れ
ず
日
々
精
進
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

木
下

勝
也

（
中
央
支
部
）

繋
が
り
を
大
切
に

今
年
は
還
暦
に
あ
た
り
早
い

な
ぁ
〜
と
感
じ
て
い
ま
す
。
年

を
越
す
ご
と
に
歳
は
と
り
た
く

な
い
な
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
一
年
一
年
大
事
に
家
族
と
共

に
楽
し
く
健
康
に
過
ご
し
、
仕

事
も
出
来
る
限
り
体
と
相
談
し

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
色
々
な
人
に
感
謝

を
持
っ
て
繋
が
り
を
大
事
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
永

武
利

（
佐
世
保
東
支
部
）
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長
崎
市
城
山
町
17―

58

建
設
長
崎　

教
宣
部

「
新
春
お
年
玉
ク
イ
ズ
」
係

8 5 2 8 0 2 1〈2018年イベントカレンダークイズ〉

〈いぬ年クロスワード〉

（答） 月　　日

と（答）

（イベント名）

あなたの支部名
氏　名
住　所
年　齢
職　業

ヨコのカギ
1 人の「犬歯」のことです
4 犬公方と呼ばれた徳川5代将軍
7 犬・猿・キジの昔話……太郎
8 ……より証拠
9 両刃の刀剣
10 疲れを知らない男、……ガイ
12 プレゼントです
14 1月7日に食べる……草がゆ
16 金貨に銀貨。10円玉は？
18 足の裏のくぼみ、……踏まず
19 分割払いの最初に払うお金
21 ベートーベンの交響曲第5番
23 鳥などのオスとメスとの一対
25 ……くじ。帽子を……かぶり
26 注意1秒……一生
27 バスを……にして団体旅行
29 寄らば大樹の……
30 童謡……のかごやだホイサッサ
31 サッカーで……カードは退場
33 アタッカーにボールを上げます
34 新しい年の挨拶言葉

タテのカギ
1 野菜を使った版画、……版
2 レコード。日本新……保持者
3 高層ビルが……する大都市
4 ……の一声。…は千年
5 刀剣を使った女性の武道の一つ
6 昔話……切りすずめ
7 目の不自由な人を道案内する犬
9 牛や鹿にあって馬や豚にはない
11 少年ネロと犬の物語、……の犬
12 ヒョットコの相棒です
13 月の模様、ウサギの……
15 豆腐料理、厚揚げとも言います
17 スエズ……。パナマ……
19 ラブ。……の結晶
20 アニメ、……の名は。
22 いんちき。ごまかし。……師
24「天文学の父」「科学の父」と呼ばれています
28 間違えないように……を付ける
29 旅立ち、出発。人生の……
30 風が吹けば……屋がもうかる
32 王手を続けて攻める……将棋
33 テレビ……。五重の……

問
題
が
解
け
た
ら
左
記
の
要

領
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
十
名

の
方
に
素
敵
な
記
念
品
を
お
送

り
し
ま
す
。

※
応
募
締
切

一
月
九
日
㈫
必
着

☆
建
設
長
崎

教
宣
部
よ
り
☆

建
設
長
崎
教
宣
部
で
は
、

組
合
員
・
家
族
の
声
を
で

き
る
だ
け
紙
面
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
仕

事
・
生
活
の
こ
と
や
、
身

近
な
楽
し
い
た
よ
り
な
ど

投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
教
宣
部
（
新
聞
）

に
つ
い
て
何
か
ご
意
見
ご

希
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

ハ
ガ
キ
に
て
お
願
い
し
ま

す
。

新
春
お
年
玉
ク
イ
ズ
―
家
族
み
ん
な
で
挑
戦
―
応
募
し
て
み
よ
う
‼

明けましておめでとうございます
今年も旧倍のお引立て
宜しくお願い致します

1月20日㈯
初市（お楽しみ抽選会）

（8：30～15：00）

長建木材供給㈱
取締役社長 高島 正弘

西彼杵郡時津町左底郷1の4
TEL 095-882-0304 FAX 095-882-6594

2018年 建設長崎各支部新春旗開き開催のご案内
会 場

割烹「みやこ別館」

組合本部会館

地区労会館2階

支部事務所

県北総合会館

中里皆瀬地区公民館

諫早市勤労者福祉会館

支部事務所

大浦区民センター

組合本部会館

「彦八」

支部事務所

時津北部コミセン

支部事務所

割烹「川徳」

時 間

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後6時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後6時30分

支部名

市 南 支 部

浦 上 東 支 部

中 央 支 部

大 村 支 部

佐世保中央支部

佐世保北支部

諫 早 支 部

北 松 支 部

大 浦 支 部

浦 上 西 支 部

島 原 支 部

平 戸 支 部

西 彼 支 部

佐世保東支部

東 長 崎 支 部

曜日

木

金

月

火

水

木

月

火

月 日

1月11日

12日

15日

16日

17日

18日

22日

23日

▶問 題◀
日めくりカレンダーの数字は、2018年の祝日やイベント
の月と日にちです。イラストをヒントに組み合わせてく
ださい。最後に残った月と日のイベントは何でしょう？

作・野上 和彦

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第631号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2018年（平成30年）1月15日発行
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西
彼
支
部
旅
行

大
村
市
長
要
請
行
動

〜
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
と

若
年
技
術
者
の
育
成
支
援
を
〜

十
一
月
二
十
四
日
、
大
村
市

役
所
に
て
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

市
か
ら
は
園
田
市
長
と
二
名

の
部
長
が
出
席
。
組
合
側
は
舩

津
委
員
長
、
北
村
協
会
長
他
九

名
と
村
上
市
議
同
席
の
中
「
中

小
建
設
業
者
・
職
人
の
仕
事
と

暮
ら
し
の
改
善
」
に
係
る
三
項

目
を
要
望
。

北
村
会
長
か
ら
園
田
市
長
へ

要
望
書
を
手
渡
し
、
舩
津
委
員

長
が
、
要
望
書
に
沿
っ
て
①
公

共
工
事
の
分
離
・
分
割
の
発
注

や
年
間
を
通
じ
て
の
平
均
的
な

発
注
。
②
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
の
引
上
げ
と
最
低
制
限
価

格
等
適
正
単
価
で
の
発
注
。
③

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
に

つ
い
て
要
望
し
た
。

要
望
に
対
す
る
回
答
と
し
て

は
、
①
「
工
事
発
注
は
、
で
き

る
限
り
分
離
分
割
に
努
め
て
お

り
今
後
も
続
け
て
い
く
。」
②

「
設
計
労
務
単
価
は
、
労
務
調

査
の
適
切
な
対
応
で
実
情
に
応

じ
た
労
務
単
価
に
な
る
、
調
査

に
協
力
願
い
た
い
。
ま
た
最
低

制
限
価
格
の
引
き
上
げ
は
現
在

考
え
て
い
な
い
。」
③
「
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
は
、
二

十
七
年
度
ま
で
経
済
対
策
と
し

て
事
業
を
行
っ
た
が
、
当
初
の

目
的
を
一
定
達
し
た
と
し
て
見

直
し
を
行
っ
た
。
現
在
は
、
市

内
の
全
般
的
な
中
小
企
業
の
支

援
を
考
え
て
い
る
。」
と
回
答
。

そ
の
後
、
北
村
会
長
、
伊
藤

副
委
員
長
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
や
若
年
技
能
者
に
つ
い
て
再

度
訴
え
た
中
で
、
園
田
市
長
か

ら
「
現
在
、
中
小
企
業
振
興
会

議
を
設
け
、
限
ら
れ
た
財
源
の

な
か
で
、
い
ろ
い
ろ
な
業
界
で

活
用
で
き
る
制
度
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
る
。
会
議
の
中
で
も

人
材
の
育
成
や
資
格
取
得
の
意

見
も
あ
っ
て
い
る
。
本
日
の
ご

提
案
、
ご
意
見
も
含
め
協
議
し
、

皆
さ
ん
が
有
効
的
に
活
用
し
て

い
け
る
よ
う
考
え
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

伝
統
の
技
術
を
学
ぶ

規
矩
術
講
習
会
を
開
催

組
合
で
は
、
木
造
軸
組
工
法

を
学
ぶ
機
会
の
少
な
い
若
年
技

能
者
を
対
象
に
、
十
一
月
二
十

六
日
㈰
組
合
本
部
で
、「
規
矩

術
講
習
会
」
を
開
催
。
五
支
部

よ
り
八
名
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。講

師
と
し
て
、
建
築
大
工
の

技
能
検
定
委
員
で
あ
る
須
藤
輝

久
氏
（
北
松
支
部
支
部
長
）・

中
尾
政
男
氏
（
大
村
支
部
支
部

長
）
の
お
ふ
た
り
に
御
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。

近
年
、
木
造
建
築
の
現
場
で

は
在
来
工
法
の
技
術
技
能
を
発

揮
で
き
る
仕
事
が
減
少
。
プ
レ

カ
ッ
ト
技
術
の
発
展
・
住
宅

メ
ー
カ
ー
の
建
築
様
式
の
変
化

や
ま
た
、
熟
練
技
能
者
の
高
齢

化
に
よ
り
技
術
の
継
承
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
継

者
育
成
を
め
ざ
し
基
礎
的
な
知

識
を
学
ぶ
た
め
の
1
日
間
の
講

習
会
と
な
り
ま
し
た
。

課
題
は
、「
棒
隅
」。
展
開
原

寸
図
の
作
成
、
墨
付
け
の
順
で

行
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方

た
ち
は
、
経
験
年
数
が
数
年
か

ら
数
十
年
の
方
と
幅
広
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
が
講
師
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

参
加
者
の
ひ
と
り
は
、「
日

頃
教
わ
れ
な
い
部
分
を
丁
寧
に

御
指
導
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
開
催
し

て
ほ
し
い
」
と
感
想
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

最
後
に
、
講
師
よ
り
「
プ
レ

カ
ッ
ト
が
大
幅
に
増
え
墨
付
け

を
す
る
機
会
も
減
っ
て
い
ま
す

が
、
今
日
の
講
習
は
皆
さ
ん
が

こ
れ
か
ら
大
工
と
し
て
仕
事
を

し
て
い
く
う
え
で
、
勉
強
し
て

い
て
絶
対
に
損
に
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
持
ち
帰
っ
て
何

回
も
何
回
も
復
習
し
て
技
術
の

研
鑽
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

激
励
の
あ
い
さ
つ
を
頂
き
、
講

習
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

●
お
年
玉
は
二
五
〇
〇
億
円

昨
年
一
月
の
バ
ン
ダ
イ
の
調

査
に
よ
る
と
、
小
中
学
生
が
も

ら
う
お
年
玉
の
平
均
は
、
五
人

の
大
人
か
ら
合
計
二
万
五
千

円
！
親
戚
の
子
が
多
い
大
人
に

は
、
頭
の
痛
い
正
月
で
す
。
ち

な
み
に
小
中
学
生
は
日
本
全
体

で
約
一
千
万
人
な
の
で
、
二
五

〇
〇
億
円
も
の
大
金
が
大
人
か

ら
子
ど
も
へ
�
所
得
移
転
�。

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
こ

の
金
額
以
下
の
国
連
加
盟
国
が

少
な
く
と
も
二
十
五
カ
国
は
あ

る
現
実
を
考
え
る
と
、
ち
ょ
っ

と
複
雑
で
す
。

●
一
五
〇
キ
ロ
超
の
大
渋
滞
も

年
に
二
回
の
民
族
大
移
動

「
帰
省
」。
日
に
ち
や
時
間
を

ず
ら
す
人
も
多
く
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
三
十
〜
五
十
キ

ロ
の
渋
滞
は
当
た
り
前
で
す
。

過
去
の
記
録
を
見
る
と
、
ゲ
リ

ラ
豪
雪
の
あ
っ
た
一
九
九
五
年

暮
れ
の
一
五
四
キ
ロ
が
日
本
最

長
。
世
界
で
は
二
六
〇
キ
ロ
を

超
え
る
地
獄
の
よ
う
な
渋
滞
も

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
期
待
し
過
ぎ
の
福
袋

「
使
え
な
い
も
の
が
入
っ
て

い
る
か
も
…
」
と
分
か
っ
て
い

る
の
に
手
が
伸
び
て
し
ま
う
福

袋
。
江
戸
後
期
〜
明
治
に
呉
服

屋
さ
ん
が
発
案
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
凸
版
印
刷
の
調
査

で
は
、
一
つ
の
福
袋
に
か
け
る

予
算
は
三
千
円
未
満
と
い
う
人

が
三
分
の
一
。
八
割
の
人
が
一

万
円
未
満
に
抑
え
て
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
福
袋
へ
の
期
待
値
は
、

代
金
の
約
四
倍
。
ち
ょ
っ
と
見

通
し
が
甘
す
ぎ
！
？

●
夢
の
生
活
に
は
大
き
な
ツ
ケ

お
正
月
の
過
ご
し
方
で
一
番

気
を
付
け
た
い
の
が
体
調
管
理

で
す
。
一
昨
年
行
わ
れ
た
ネ
ッ

ト
調
査
で
は
、
正
月
太
り
を
経

験
し
た
こ
と
の
あ
る
三
〇
〇
人

は
、
年
末
年
始
の
約
二
週
間
に

平
均
三
・
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
体

重
が
増
加
し
て
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
原
因
は
食
べ
過
ぎ
で
す
。

食
べ
て
、
飲
ん
で
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ

す
る
―
―
夢
の
生
活
に
は
落
と

し
穴
も
あ
る
こ
と
を
お
忘
れ
な

く
。

菊
池
・
飯
塚
旅
行
〜
台
風
・
羽
飛
ば
す
〜

西
彼
支
部
で
は
去
る
十
月
二

十
八
日
㈯
〜
二
十
九
日
㈰
に
支

部
旅
行
を
開
催
。

一
週
間
前
の
組
合
大
運
動
会

は
台
風
で
中
止
で
し
た
が
、
今

週
も
接
近
。
当
初
、
成
趣
園
の

お
庭
を
バ
ッ
ク
に
ス
テ
キ
な
記

念
写
真
を
撮
る
予
定
が
、
急
遽

ホ
テ
ル
で
の
撮
影
に
変
更
。
こ

れ
が
宴
会
前
に
撮
っ
た
写
真
で

す
。二

日
目
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ

「
花
子
と
ア
ン
」
で
お
馴
染
み

の
白
蓮
さ
ん
と
い
う
一
人
の
女

性
の
た
め
に
炭
鉱
王
・
伊
藤
伝

衛
門
が
築
造
し
た
お
屋
敷
を
見

学
。
身
分
の
高
い
白
蓮
さ
ん
の

お
部
屋
だ
け
二
階
で
、
そ
れ
よ

り
高
い
お
部
屋
は
作
ら
な
い
な

ど
、
至
る
と
こ
ろ
に
心
配
り
さ

れ
た
大
豪
邸
で
し
た
。
お
庭
も

ス
テ
キ
で
し
た
が
、
作
り
と
し

て
は
五
月
の
お
庭
の
よ
う
で
し

た
。ま

た
意
外
に
好
評
だ
っ
た
の

が
、
篠
栗
南
蔵
院
の
涅
槃
像
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
贈
ら
れ
た
仏

舎
利
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
参

加
者
か
ら
は
「
家
族
で
、
わ
ざ

わ
ざ
来
な
い
。
ツ
ア
ー
な
ら
で

は
の
良
さ
」
と
喜
ん
で
い
ま
し

た
。今

年
九
月
の
支
部
大
会
で
支

部
長
と
な
り
、
初
め
て
の
大
き

な
支
部
行
事
で
し
た
が
、
参
加

者
三
十
九
名
、
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
な
く
帰
崎
で
き
、
ホ
ッ
と
し

ま
し
た
。

（
岩
崎
喜
三
郎
）

数字でみるお正月の暮らし
お正月が一番楽しかったのは子ども時代！一方、

大人のお正月は、お金のやり繰りや帰省の算段な
ど大変なことばかり。そんなお正月のあれこれを
数字で見てみました。

▲ホテル宴会場にて集合写真をパチリ！

毎月1回15日発行 2018年（平成30年）1月15日発行建 設 長 崎第631号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）5�
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■長建国保各種補助制度について■
①鍼灸マッサージ施術費用の補助
・補助対象者：長建国保被保険者である組合員。
・補 助 金 額：1施術につき1，500円

（補助の交付は1ヶ月に3回、年間12回迄）
・申 請 方 法：組合支部にて配布する「鍼灸マッサージ施

術費補助申請書」に鍼灸施術師の証明を受
け、所属支部に提出して下さい。
（施術日より2ヶ月以内の申請書のみ有効
とします。）

②インフルエンザ予防接種費用の補助
・補助対象者：長建国保被保険者である組合員とその家族。
・補 助 金 額：1回の予防接種費用の自己負担額が1，500

円を超えた額。
（例）4，000円（接種費用）－1，500円

＝2，500円（補助額）
・申 請 方 法：組合支部にて配布する「インフルエンザ予

防接種費補助申請書」に領収書を添えて、
所属支部に提出して下さい。
（申請期間は予防接種を受けた月より6ヶ
月以内とします。）

③指定温泉利用料金の割引及び補助制度
長建国保では、組合員及び家族の健
康の保持増進を図るため「指定温泉
利用料金の割引及び補助制度」を実
施しています。
ぜひご利用ください。

■利用料金の割引
指定温泉と契約し、規定料金より
安い料金で利用できます。
■利用料金の補助
（小人料金には、割引はありません。）

補助券により、割引料金より更に
安い料金で利用できます。
規定料金－メンバーズカード割引

＝割引後の料金
割引後の料金－補助券（300円）

＝利用者負担金
・長建国保加入組合員（年間15枚）
組合のみ加入（年間6枚）

※詳細については各支部事務所へお問い合せ下さい。

本
年
三
月
の
保
険
証
更
新
時
に

『
就
労
状
況
調
査
』
を
実
施
し
ま
す

職
種
の
再
確
認
調
査

長
建
国
保
で
は
、
厚
生
労
働

省
の
指
導
に
基
づ
き
長
建
国
保

加
入
の
全
組
合
員
を
対
象
に
加

入
資
格
（
職
種
）
の
再
確
認
調

査
（
組
合
員
就
労
状
況
調
査
）

を
二
年
に
一
度
実
施
し
て
お
り

平
成
三
十
年
が
そ
の
調
査
の
年

に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
後
日
郵
送

に
て
お
送
り
し
ま
す
調
査
表
に

ご
記
入
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

建
設
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
（
以
下
「
証

明
書
類
」）
を
調
査
表
と
一
緒

に
組
合
支
部
窓
口
へ
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

証
明
書
類
は
保
険
証

切
替
時
に
提
出
を

調
査
表
と
証
明
書
類
は
、
保

険
証
の
切
替
（
更
新
）
の
際
に

提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
切
替

当
日
ま
で
に
該
当
す
る
証
明
書

類
（
登
記
簿
謄
本
や
確
定
申
告

書
写
し
、
就
労
証
明
書
等
）
を

ご
準
備
い
た
だ
き
ま
し
て
三
月

の
保
険
証
の
切
替
当
日
に
お
持

ち
下
さ
い
。

尚
、
更
新
当
日
に
証
明
書
類

を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
保

険
証
の
切
替
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ

い
。

証
明
書
類
未
提
出
者

は
資
格
喪
失

こ
の
調
査
に
応
じ
な
い
方
、

証
明
書
類
を
提
出
し
な
い
方
は
、

厚
生
労
働
省
の
指
導
に
よ
り
無

資
格
加
入
者
と
み
な
し
組
合
規

約
に
基
づ
き
保
険
証
を
返
還
の

上
、
資
格
喪
失
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
建
設
従
事
者
と
し
て

加
入
後
、
建
設
業
を
廃
業
ま
た

は
転
職
さ
れ
た
方
は
、
速
や
か

に
組
合
各
支
部
へ
届
出
下
さ
い
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
調
査
実

施
に
あ
た
り
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
等
に
関
し
ま
し
て
ご
不

明
な
点
は
組
合
所
属
支
部
ま
た

は
長
建
国
保
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
2017年11月1日

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、バリ風天然温泉

大浴場、ジャグジー、打たせ湯、サウナ、
寝湯、休憩室

大浴場、露天風呂、サウナ、岩盤浴

癒湯（露天風呂）、内湯、釜風呂、壷風
呂、檜風呂、露天足湯、樽風呂、炭のう
たせ湯、寝湯

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、打たせ湯、ジャ
グジーシャワー、ミストサウナ

寝湯、ジェットバス、サウナ、水風呂、
露天風呂、タル湯

露天風呂、薬湯風呂、サウナ

サウナ、冷水風呂、壷湯、ジェットバス、
寝湯、塩サウナ、家族風呂、シェイプアッ
プバス

内風呂、露天風呂、食事処、仮眠室、マッ
サージ室

露天風呂、大浴場、休憩場、レストラン、
宴会場

大浴場、露天風呂、ジェット泡風呂、休
憩場、レストラン

うずしお温泉美人の湯、露天風呂、貸切
家族風呂

大浴場、打たせ湯、寝湯、露天風呂、サ
ウナ、休憩室、食事処

大浴場、露天風呂、サウナ、休憩室、食
事処

展望露天風呂、電気風呂、ジャグジーエ
ステ風呂、座り湯、サウナ、岩盤浴（別
料金）、家族風呂（別料金）

◎「平戸千里ヶ浜温泉ホテル蘭風」はメンバーズカード・温泉券が利用できなくなっております。
（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。
（※）料金など変更になっている場合もありますので、詳細については各温泉施設までお問い合わせ下さい。

所在地
電話番号

長崎市
曙町39‐38

095‐862‐5555

長崎市
野母町692‐1
095‐893‐1133

長崎市
岩見町451‐23
095‐833‐1126

長崎市伊王島町
1丁目3277‐7
095‐898‐2202

西彼杵郡長与町
岡郷2762‐1
095‐887‐4126

西彼杵郡長与町
高田郷284

095‐856‐2631

西彼杵郡長与町
高田郷2289‐2
095‐856‐2617

諫早市本野7‐1
0957‐25‐8822

大村市
森園町663‐3
0957‐50‐1126

大村市
田下町17‐3
0957‐47‐8245

雲仙市小浜町
雲仙500‐1
0957‐73‐3273

雲仙市小浜町
南本町10

0957‐74‐3141

佐世保市
崎岡町853‐12
0956‐39‐4800

佐世保市
南風崎町449
0956‐59‐3939

東彼杵郡
波佐見町

長野郷558‐3
0956‐76‐9008

平戸市田平町
野田免210‐6
0950‐57‐1110

利用者負担
（自己負担）

510円

350円

110円

200円

530円

400円

350円

360円

1，250円

780円

0円

300円

320円

160円

300円

350円

400円

350円

250円

300円

200円

300円

300円

200円

360円

330円

120円

240円

24円

270円

108円

500円

400円

250円

260円

400円

300円

300円

200円

400円

400円

補助券の額
（温泉券利用）

▲300

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

▲300

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

割引後の料金
（メンバーズカード）

810円

350円

－

－

－

－

650円

－

－

－

－

－

－

－

600円

－

－

－

550円

－

－

600円

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

560円

－

－

－

－

700円

－

規定料金

840円

400円

410円

200円

830円

400円

750円

360円

1，550円

780円

0円

600円

320円

160円

750円

350円

700円

350円

650円

300円

200円

700円

300円

200円

660円

330円

420円

540円

324円

270円

108円

800円

400円

250円

700円

400円

600円

300円

200円

900円

400円

利用区分
大人

（中学生以上）
小人

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（5歳以上）
幼児

（5歳未満）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（6歳以下）
大人

（中学生以上）
小人

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
［外湯］大人
（中学生以上）
大人（高校生以上）
［7：30～16：30］
大人（高校生以上）
［16：30～22：00］
小人（2歳以上）
［7：30～16：30］
小人（2歳以上）
［16：30～22：00］

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ

野母崎炭酸温泉
Alega 軍艦島

ふくの湯

やすらぎ伊王島

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

天然いさはや温泉
和スパ

サンスパ
おおむら
ゆの華

龍神温泉
かやぜの湯

青雲荘

望洋荘

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ
（※1）

ホテルローレライ
ばってんの湯
（※1）

はさみ温泉
湯治楼

平戸たびら温泉
サムソンホテル

長
崎
・
西
彼
地
区

県

央

地

区

県

北

地

区

〔建設業である証明書類例〕
※下記に示す証明書類例のいずれか1つの写しを提出して下さい。
①建設業許可業者の通知書
（許可の有効期間、建設業の種類等の記載があるもの）
②会社の登記簿謄本、又は登記簿の履歴事項全部証明書
（建築や土木工事業などの記載があり、直近1年以内に発行されたもの）
③電気工事等の業者登録証
（建築士事務所、解体・水道工事業等の業者登録証で有効期限の範囲内の
もの）
④得意先からの発注書、又は工事請負契約書
（直近1年以内のもので工事名称に建設業である内容が記載されているも
の）
⑤請求書並びに領収書控
（直近1年以内のもので工事名称に建設業である内容が記載されているも
の）
⑥労働保険加入証明書
（建設業である職種、加入期間の記載があるもの）
⑦健康保険・厚生年金保険被保険者標準報酬決定通知書
（事業所名称に「○○建設」など建設業であることがわかる屋号が記載さ
れているもの）
⑧健康保険適用除外承認証
（事業所名称に「○○建設」など建設業であることがわかる屋号が記載さ
れているもの）
⑨所得税確定申告書Ｂの第1表並びに第2表
（電子申告受付日、税理士署名押印、税務署受付印等のいずれかの表示が
あるもので職業欄に建設業種、屋号欄に「○○建設」等の建設業であるこ
とがわかる屋号が記載されているもの）
⑩所得税確定申告書Ａの第2表
（電子申告受付日、税理士署名押印、税務署受付印等のいずれかの表示が
あるもので「給与の支払者の氏名・名称欄」に「○○建設」などの建設業
者であることがわかる屋号が記載されているもの）
⑪源泉徴収票
（「給与の支払者欄」に「○○建設」など建設業者であることがわかる屋
号が記載されているもの）
⑫一人親方労災保険加入証明書（建設業である職種、加入期間の記載があ
るもの）
⑬事業主が証明した就労（雇用）証明書
（事業所の業種、当該組合員の職種の記載があるもの）
⑭その他証明書類と同等であると組合が認めたもの

※注意事項
⑴証明書類に記載されている屋号・商号がカタカナ・アルファベット表示
で建設業と判断できない場合、職種の記載がない場合、有効期限切れの
場合は、建設業と判断できる証明書類を別途に提出して下さい。

⑵所得税確定申告書、源泉徴収票は直近の年分のものを提出して下さい。
⑶資格証や修了証等で期間更新制ではないもの、工事見積書は、証明書類
に該当しませんのでご注意下さい。

⑷証明書類をお持ちでない方は組合所属支部にご相談下さい。

病気治療中の方、
特定健診は受けていますか？

現在病気の治療中で病院に掛かられている方でも、症状の
ない病気まで発見できるとは限りません。
しっかり検査を受けられる特定健診を利用しましょう。
※受診券の再発行は組合までご連絡を。

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第631号 6�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2018年（平成30年）1月15日発行


